
みずほCustomer Desk Report  2018/10/01 号（As of 2018/09/28） 国際為替部　為替営業第二チーム
【昨日の市況概要】 公示仲値 113.58

USD/JPY EUR/USD EUR/JPY GBP/USD AUD/USD
TKY  9:00AM 113.40 1.1637 131.95 1.3077 0.7205
SYD-NY High 113.71 1.1651 132.30 1.3089 0.7241
SYD-NY Low 113.31 1.1569 131.19 1.3000 0.7203
NY 5:00 PM 113.71 1.1607 131.91 1.3027 0.7218
NY DOW 26,458.31 18.38 日本2年債 -0.1200 0.00bp        
NASDAQ 8,046.35 4.39 日本10年債 0.1200 0.00bp        
S&P 2,913.98 ▲ 0.02 米国2年債 2.8209 ▲0.81bp     

日経平均 24,120.04 323.30 米国5年債 2.9538 ▲0.34bp     
TOPIX 1,817.25 17.14 米国10年債 3.0640 0.94bp        

ｼｶｺﾞ日経先物 24,185.00 130.00 独10年債 0.4700 ▲5.55bp     
ﾛﾝﾄﾞﾝFT 7,510.20 ▲ 35.24 英10年債 1.5715 ▲2.50bp     
DAX 12,246.73 ▲188.86 豪10年債 2.6655 ▲3.20bp     

ﾊﾝｾﾝ指数 27,788.52 72.85 USDJPY 1M Vol 6.18 ▲0.08%
上海総合 2821.3501 29.58 USDJPY 3M Vol 6.88 ▲0.20% 　
NY金 1,196.20 8.80 USDJPY 6M Vol 7.45 ▲0.11%
WTI 73.25 1.13 USDJPY 1M 25RR -0.48 Yen Call Over 【ドル円相場】 【対円騰落率（日次）】

CRB指数 195.16 0.99 EURJPY 3M Vol 8.53 0.03%
ドルインデックス 95.13 0.24 EURJPY 6M Vol 9.03 0.14%

【予想レンジ】
通貨ペア
想定レンジ

【マーケット・インプレッション】

担当：濱・森谷

当資料は情報提供のみを目的として作成したものであり、特定の取引の勧誘を目的としたものではありません。当資料は信頼できると判断した情報に基
づいて作成されていますが、その正確性、確実性を保証するものではありません。ここに記載された内容は事前連絡なしに変更されることもあります。投
資に関する最終決定は、お客様ご自身の判断でなさるようにお願い申し上げます。また､当資料の著作権はみずほ銀行に属し､その目的を問わず無断で
引用または複製することを禁じます。なお、当行は本情報を無償でのみ提供しております。当行からの無償の情報提供を望まれない場合、配信停止を希
望する旨をお申し出ください。
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前日に続き期末のﾄﾞﾙ買いが強まったことから､海外市場で113.68まで上昇したﾄﾞﾙ円は､その後はﾕｰﾛ円が下落する展開
に連れて反落し､113.37ﾚﾍﾞﾙでNYｵｰﾌﾟﾝ｡朝方は､米8月個人支出が予想と一致する一方､個人所得が予想を下回り､同時
に発表された米8月PCEｺｱ(前月比)も予想を下回ったことから113.31まで下落するが､その後はｸﾛｽ円が上昇する展開にﾄﾞ
ﾙ円は下げ渋り､米9月ｼｶｺﾞ購買部協会景気指数､並びに米9月ﾐｼｶﾞﾝ大学消費者信頼感指数が共に予想を下回ったもの
の､期末絡みと思われるﾄﾞﾙ買いが継続したことから113.67まで上昇する｡ﾛﾝﾄﾞﾝﾌｨｯｸｽを通過すると一旦113.45まで反落する

が､午後は113.60付近での底堅い推移が続き､終盤に掛けて113.71まで上昇。結局、113.71ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞした｡一方､ｲﾀﾘｱ
の2019年の予算案に対する懸念から､海外市場でﾕｰﾛ売りが強まり､一時9月12日以来のﾚﾍﾞﾙである1.1569まで下落した
ﾕｰﾛﾄﾞﾙは､1.1583ﾚﾍﾞﾙでNYｵｰﾌﾟﾝ｡朝方は安値圏での推移が続くが､ｺﾝﾃ伊首相が｢市場は詳細がはっきりすれば予算案
を支持するだろう｣と話したことなどから､ﾕｰﾛの買戻しが強まり1.1629まで戻す｡午後は､週末を控え1.1610付近での推移が
続き､1.1607ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞした｡(NY井上)
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東京時間のﾄﾞﾙ円は113.40ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝすると仲値にかけてはﾄﾞﾙ買い優勢の展開となり一時113.64まで上昇｡その後は月
末や半期末絡みの売買が交錯する中で明確な方向感は出づらく113円台半ば近辺での推移が継続｡特段の新規材料な
い中で､一時東京時間高値となる113.67まで上昇する局面もあったものの､すぐに113円台半ばに押し戻され､結局113.49ﾚ
ﾍﾞﾙで海外へ渡った｡(東京15:30)
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ﾛﾝﾄﾞﾝ時間のﾄﾞﾙ円は113.49ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡ｱｼﾞｱ時間の流れを引き継ぎﾄﾞﾙ円は高値圏で推移し113.52まで上昇｡その後は
欧州株の下落を背景にやや水準を切り下げながら推移し､113.37ﾚﾍﾞﾙでNYに渡った｡ﾕｰﾛﾄﾞﾙは1.1631ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡ｲﾀﾘｱ
への懸念が続く中､市場は株安債券高のﾘｽｸｵﾌﾑｰﾄﾞに｡ﾕｰﾛも売られる展開となり､一時1.1569まで低下した｡1.1583ﾚﾍﾞﾙで
NYに渡った｡(ﾛﾝﾄﾞﾝﾄｰﾙﾌﾘｰ 00531 444 179清)

【昨日の指標等】

Date Time Event 結果 予想

9月28日 17:30 英 GDP確報(前期比/前年比) 2Q 0.4%/1.2% 0.4%/1.3%

18:00 欧 CPI予想/コアCPI（前年比) 9月 2.1%/0.9% 2.1%/1.1%

21:30 米 個人所得/個人支出(前月比) 8月 0.3%/0.3% 0.4%/0.3%

21:30 米 PCEコアデフレーター(前年比/前年比) 8月 0.0%/2.0% 0.1%/2.0%

23:00 米 ミシガン大学消費者マインド 9月 100.1 100.6

9月30日 10:00 中 製造業PMI/非製造業PMI 9月 50.8/54.9 51.2/54.0

【本日の予定】

Date Time Event 予想 前回

10月1日 15:00 独 小売売上高(前月比/前年比) 8月 0.5%/1.6% -1.1%/0.8%

16:55 独 ﾏｰｸｲｯﾄ製造業PMI・確報 9月 53.7 53.7

18:00 欧 失業率 8月 8.1% 8.2%

22:45 米 ﾏｰｸｲｯﾄ製造業PMI・確報 9月 55.6 55.6

23:00 米 建設支出(前月比) 8月 0.4% 0.1%

23:00 米 ISM製造業景況指数 9月 60 61.3

先週末海外市場のドル/円は堅調な展開となった。金曜日はイタリア政府が発表した19年予算案において財政赤
字をGDP比2.4％に設定したことが嫌気されイタリア債が大幅安となったことが材料となり、ユーロは総じて軟調推
移。一方で米経済への楽観的な見通しや金利先高感がドルの支援材料となり、ドルは主要通貨に対して上昇し、

対円でも113円台前半から113円台半ばまで上昇した。本日のドル円は方向感なく推移すると予想。ドル円は足許
113円台後半で推移しており、節目の114円台を上抜けるには新たな材料が必要な状況である。今週は米雇用統
計や貿易収支が予定されており、イベントを控えることに加え、本日からは中国の国慶節休日で、流動性が薄くな

る中、本日のドル円は113円台後半で方向感なく推移しそうだ。


